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【手続補正書】
【提出日】平成21年12月14日(2009.12.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　部材を複数の支持体により支持する部材支持装置であって、
　前記部材の支持される面と対向する位置に設けられた複数の支持体と、
　前記複数の支持体を、前記支持体が前記部材を支持する方向である支持方向に移動させ
て、前記複数の支持体それぞれの端部を前記部材に当接させる駆動手段と、
　Ｅｌｅｃｔｒｏ　Ｒｈｅｏｌｏｇｉｃａｌ（ＥＲ）ゲルを有し、前記複数の支持体の前
記支持方向と交差する方向に設けられた固定手段と、
　前記複数の支持体と前記ＥＲゲルとを押し当てる押圧手段と、
　前記複数の支持体それぞれの端部が前記部材の支持される面の凹凸に従った位置にあり
、かつ、前記複数の支持体と前記ＥＲゲルとが押し当てられた状態で、前記ＥＲゲルに所
定の電圧を印加する電圧印加手段とを備える
　部材支持装置。
【請求項２】
　前記固定手段は、前記ＥＲゲルに接する電極を有し、
　前記電圧印加手段は、前記複数の支持体のそれぞれと前記電極とを介して前記所定の電
圧を前記ＥＲゲルに印加する
　請求項１記載の部材支持装置。
【請求項３】
　前記押圧手段は、磁石を有し、前記磁石による引力または斥力により、前記複数の支持
体および前記ＥＲゲルの少なくとも一方を他方に押し当てることにより、前記複数の支持
体と前記ＥＲゲルとを押し当てる
　請求項１記載の部材支持装置。
【請求項４】
　前記磁石は、磁力のオンおよびオフが制御可能な電磁石であり、
　前記部材支持装置はさらに、
　前記電磁石の磁力をオンにし、かつ、前記電圧印加手段に前記ＥＲゲルに対する前記所
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定の電圧の印加を行わせる制御手段を備える
　請求項３記載の部材支持装置。
【請求項５】
　前記複数の支持体は、１つの保持体により、前記支持方向に平行な双方向への移動が可
能に保持されており、
　前記保持体は、前記固定手段を有し、
　前記固定手段は、前記所定の電圧が印加された前記ＥＲゲルにより前記複数の支持体そ
れぞれの前記保持体に対する位置を固定することで、前記複数の支持体の前記支持方向に
平行な双方向への移動を制限する
　請求項１～４のいずれか１項に記載の部材支持装置。
【請求項６】
　前記駆動手段は、前記保持体を前記支持方向に移動させることで前記複数の支持体を同
時に移動させ、前記複数の支持体それぞれの端部が前記部材に当接した状態で、前記保持
体の移動を停止し、
　前記保持体に保持されている前記複数の支持体のそれぞれは、自身の端部が前記部材に
当接した後に、前記保持体が前記支持方向に移動した場合、前記保持体に対して前記支持
方向と反対方向に移動しながら前記保持体に保持され、
　前記電圧印加手段は、前記駆動手段により前記部材に当接された前記複数の支持体が前
記保持体に対して静止している状態で、前記ＥＲゲルに前記所定の電圧を印加する
　請求項５記載の部材支持装置。
【請求項７】
　前記電圧印加手段は、前記ＥＲゲルに、前記複数の支持体の位置を固定する際の電圧よ
りも小さな電圧を印加し、
　前記固定手段は、前記小さな電圧が前記ＥＲゲルに印加されることにより、前記複数の
支持体を前記保持体に移動可能に保持させ、
　前記駆動手段は、前記複数の支持体を移動可能に保持している前記保持体を、前記支持
方向に移動させる
　請求項６記載の部材支持装置。
【請求項８】
　前記部材支持装置は、複数の部材を順次支持する装置であって、
　さらに、
　次に支持すべき部材である後続部材を支持するために前記複数の支持体それぞれの位置
の変更が必要であるか否かを判定する判定手段と、
　前記判定手段により前記変更が必要であると判断された場合にのみ、前記ＥＲゲルに対
する前記所定の電圧の印加を停止することで前記複数の支持体それぞれの前記保持体に対
する位置の固定を解除する電圧印加停止手段とを備え、
　前記駆動手段は、電圧印加停止手段により位置の固定が解除された前記複数の支持体を
前記支持方向に移動させることで、前記複数の支持体それぞれの端部を前記後続部材に当
接させる
　請求項５記載の部材支持装置。
【請求項９】
　前記判定手段は、前記後続部材の支持される面の凹凸形状が、先に支持した部材である
先行部材の支持した面の凹凸形状と異なる場合、または、前記複数の支持体が支持した部
材の数が所定の数以上である場合、前記変更が必要であると判定する
　請求項８記載の部材支持装置。
【請求項１０】
　さらに、
　前記部材の大きさに関する情報を取得する取得手段と、
　前記取得手段により取得された前記部材の大きさに関する情報に基づき、複数の支持体
の中から、前記部材の支持される面と対向する位置に設けられた複数の支持体を選択する
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選択手段とを備え、
　前記駆動手段は、前記選択手段により選択された前記複数の支持体を移動させる
　請求項１～９のいずれか１項に記載の部材支持装置。
【請求項１１】
　請求項１０記載の部材支持装置を備え、前記部材である基板に部品を実装する部品実装
機であって、
　前記部材支持装置が前記基板を支持可能な位置に前記基板を搬送する搬送レールと、
　前記固定手段により前記複数の支持体の位置が固定された状態で、前記基板を挟んで前
記複数の支持体とは反対側から前記基板に部品を実装する実装手段とを備え、
　前記取得手段は、前記部材の大きさに関する情報として、前記搬送レールの幅に関する
情報である幅情報を取得する
　部品実装機。
【請求項１２】
　請求項１～１０のいずれか１項に記載の部材支持装置を備え、前記部材である基板に部
品を実装する部品実装機であって、
　前記固定手段により前記複数の支持体の位置が固定された状態で、前記基板を挟んで前
記複数の支持体とは反対側から前記基板に部品を実装する実装手段を備える
　部品実装機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】部材支持装置
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
　本発明は、これらの上記従来の課題を考慮し、基板等の部材に対して部品の実装等の作
業が行われる際、部材の支持される面の凹凸形状に依存することなく、これら作業を精度
よくかつ効率的に行わせるための部材支持装置を提供することを目的とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　上記目的を達成するために、本発明の部材支持装置は、部材を複数の支持体により支持
する部材支持装置であって、前記部材の支持される面と対向する位置に設けられた複数の
支持体と、前記複数の支持体を、前記支持体が前記部材を支持する方向である支持方向に
移動させて、前記複数の支持体それぞれの端部を前記部材に当接させる駆動手段と、Ｅｌ
ｅｃｔｒｏ　Ｒｈｅｏｌｏｇｉｃａｌ（ＥＲ）ゲルを有し、前記複数の支持体の前記支持
方向と交差する方向に設けられた固定手段と、前記複数の支持体と前記ＥＲゲルとを押し
当てる押圧手段と、前記複数の支持体それぞれの端部が前記部材の支持される面の凹凸に
従った位置にあり、かつ、前記複数の支持体と前記ＥＲゲルとが押し当てられた状態で、
前記ＥＲゲルに所定の電圧を印加する電圧印加手段とを備える。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
　このように、本発明の部材支持装置では、それぞれの支持体の端部が部材の凹凸に沿っ
て当接している状態で、それら支持体の支持方向に平行な双方向への移動を制限する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
　このような場合であっても、本発明の部材支持装置によれば、支持体が部材に当接した
ときの支持体の支持方向における位置に関係なく、支持側と反対側から部材に加えられる
力に抗して部材を支持することができる。また、弾性体の反発力によって支持する従来の
方法とは異なり、部材に不要な力を与えることなく支持することができる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
　従って、本発明の部材支持装置によれば、支持対象の部材の大小および形状に関係なく
、部材を安定的に正しい姿勢を保つように支持することができる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５２】
　このように、本発明は、部材の支持される面の凹凸形状に依存することなく、部材に対
する作業を精度よくかつ効率的に行わせるための部材支持装置を提供することができる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５３】
　また、前記固定手段は、前記ＥＲゲルに接する電極を有し、前記電圧印加手段は、前記
複数の支持体のそれぞれと前記電極とを介して前記所定の電圧を前記ＥＲゲルに印加する
としてもよい。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５５】
　また、前記押圧手段は、磁石を有し、前記磁石による引力または斥力により、前記複数
の支持体および前記ＥＲゲルの少なくとも一方を他方に押し当てることにより、前記複数
の支持体と前記ＥＲゲルとを押し当てるとしてもよい。
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【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５６】
　さらに、前記磁石は、磁力のオンおよびオフが制御可能な電磁石であり、前記部材支持
装置はさらに、前記電磁石の磁力をオンにし、かつ、前記電圧印加手段に前記ＥＲゲルに
対する前記所定の電圧の印加を行わせる制御手段を備えるとしてもよい。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５８】
　また、前記押圧手段は、気体を噴出する孔を有し、前記気体の圧力により、前記複数の
支持体および前記ＥＲゲルの少なくとも一方を他方に押し当てることにより、前記複数の
支持体と前記ＥＲゲルとを押し当てるとしてもよい。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６０】
　また、前記複数の支持体は、１つの保持体により、前記支持方向に平行な双方向への移
動が可能に保持されており、前記保持体は、前記固定手段を有し、前記固定手段は、前記
所定の電圧が印加された前記ＥＲゲルにより前記複数の支持体それぞれの前記保持体に対
する位置を固定することで、前記複数の支持体の前記支持方向に平行な双方向への移動を
制限するとしてもよい。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６２】
　また、前記駆動手段は、前記保持体を前記支持方向に移動させることで前記複数の支持
体を同時に移動させ、前記複数の支持体それぞれの端部が前記部材に当接した状態で、前
記保持体の移動を停止し、前記保持体に保持されている前記複数の支持体のそれぞれは、
自身の端部が前記部材に当接した後に、前記保持体が前記支持方向に移動した場合、前記
保持体に対して前記支持方向と反対方向に移動しながら前記保持体に保持され、前記電圧
印加手段は、前記駆動手段により前記部材に当接された前記複数の支持体が前記保持体に
対して静止している状態で、前記ＥＲゲルに前記所定の電圧を印加するとしてもよい。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６５】
　また、前記電圧印加手段は、前記ＥＲゲルに、前記複数の支持体の位置を固定する際の
電圧よりも小さな電圧を印加し、前記固定手段は、前記小さな電圧が前記ＥＲゲルに印加
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されることにより、前記複数の支持体を前記保持体に移動可能に保持させ、前記駆動手段
は、前記複数の支持体を移動可能に保持している前記保持体を、前記支持方向に移動させ
るとしてもよい。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６７】
　また、前記部材支持装置は、複数の部材を順次支持する装置であって、さらに、次に支
持すべき部材である後続部材を支持するために前記複数の支持体それぞれの位置の変更が
必要であるか否かを判定する判定手段と、前記判定手段により前記変更が必要であると判
断された場合にのみ、前記ＥＲゲルに対する前記所定の電圧の印加を停止することで前記
複数の支持体それぞれの前記保持体に対する位置の固定を解除する電圧印加停止手段とを
備え、前記駆動手段は、電圧印加停止手段により位置の固定が解除された前記複数の支持
体を前記支持方向に移動させることで、前記複数の支持体それぞれの端部を前記後続部材
に当接させるとしてもよい。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６８】
　また、前記判定手段は、前記後続部材の支持される面の凹凸形状が、先に支持した部材
である先行部材の支持した面の凹凸形状と異なる場合、または、前記複数の支持体が支持
した部材の数が所定の数以上である場合、前記変更が必要であると判定するとしてもよい
。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７１】
　また、さらに、前記部材の大きさに関する情報を取得する取得手段と、前記取得手段に
より取得された前記部材の大きさに関する情報に基づき、複数の支持体の中から、前記部
材の支持される面と対向する位置に設けられた複数の支持体を選択する選択手段とを備え
、前記駆動手段は、前記選択手段により選択された前記複数の支持体を移動させるとして
もよい。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７３】
　また、本発明の部品実装方法は、本発明の部材支持装置により支持されている基板に部
品を実装する方法として実現される。また、本発明の印刷方法は、本発明の部材支持装置
により支持されている基板に導電性ペーストを印刷する方法として実現される。
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７４
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７４】
　これら、部品実装方法および印刷方法は、本発明の部材支持装置を採用しているため、
作業対象の基板の裏面に部品が実装されている場合など、基板の裏面に凹凸がある場合で
あっても、基板を安定的に支持することができる。そのため、基板に対して部品の実装ま
たは導電性ペーストの印刷を精度よくかつ効率的に行うことができる。
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７７】
　このような、全部または一部に柔軟性を有する基板を支持する際、不用意に基板に力を
与えると基板および基板に実装されている部品に損傷を与え易い。しかしながら、本発明
の部材支持装置は、基板に支持体を当接させた後、支持体の移動を制限する。つまり、支
持体は基板に付勢力を与えず、かつ、基板対する部品実装等の作業の際に基板に掛けられ
る力に抗することができる。
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７８】
　また、本発明は、本発明の部材支持装置の特徴的な構成部によって実行される処理ステ
ップを含む部材支持方法として実現することができる。
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７９】
　本発明の部材支持方法は、このような処理ステップを採用することにより、上述の本発
明の部材支持装置により実施される方法として実現される。
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８０】
　また、本発明の部材支持方法は、本発明の部材支持装置における各種の特徴的な動作を
実行するよう構成してもよい。
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８２】
　また、この部材支持方法は、部品実装機および印刷機などにおいて基板を支持するため
の方法としても機能を発揮することができる。



(8) JP 2009-147027 A5 2010.2.4

【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８４】
　本発明の部材支持装置によれば、部材を支持する複数の支持体のそれぞれと、ＥＲゲル
とを押し当てながら、ＥＲゲルに所定の電圧を印加する。
【手続補正２７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８９】
　従って、本発明は、基板等の部材に対して部品の実装等の作業が行われる際、部材の支
持される面の凹凸形状に依存することなく、これら作業を精度よくかつ効率的に行わせる
ための部材支持装置を提供することができる。
【手続補正２８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９３】
　基板支持装置１を備える部品実装機では、基板２０が基板支持装置１により下方から支
持されることにより、基板２０の上方から部品を実装することができる。基板２０は、裏
面に部品が実装されている場合はその部品も含み、本発明の部材支持装置における部材の
一例である。
【手続補正２９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９６】
　サポートピン３は、基板２０を支持する構成部である。昇降軸４は駆動部７とサポート
ピン３とを接続する構成部である。サポートピン３と昇降軸４とにより、本発明の部材支
持装置における支持体が実現される。
【手続補正３０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２３６】
　このように、基板支持装置１は、搬送レール１５の幅に関する情報を用いて基板の支持
に必要なサポートピン３を選択し、上昇させることができる。なお、この動作において、
制御部１ｄにより、本発明の部材支持装置における取得手段および選択手段の各動作が実
現されている。
【手続補正３１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３４７
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０３４７】
　駆動部７ａは基台８に固定されており、軸保持体６を移動させることで軸保持体６が摺
動可能に保持している昇降軸４を移動させ、複数のサポートピン３の上端を基板に当接さ
せることができる。駆動部７ａは、本発明の部材支持装置における駆動手段の別の一例で
ある。本実施の形態において、駆動部７ａは、具体的にはエアシリンダである。
【手続補正３２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０４１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０４１９】
　なお、この動作において、制御部２ｂにより、本発明の部材支持装置における取得手段
および選択手段の各動作が実現されている。
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